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研究成果の概要：西欧における初等・中等学校の成立に際しては近代、カトリック修道会、特

にイエズス会などを初めとする活動修道会(教育修道会)の役割は決定的であった。本研究では、

従来我が国ではあまり顧みられなかった修道会の設立による初等・中等学校における教育活動

およびその基盤としての修道霊性について、その倫理学的・倫理思想史的な意味を明らかにし、

世俗的な「公教育」における道徳・倫理教育およびその理念との比較研究を行った。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 2,400,000 450,000 2,850,000 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・倫理学 

キーワード：近代修道制、霊性史、カトリック学校、倫理教育、宗教教育、イエズス会 

 
１．研究開始当初の背景 

(1) 本研究に先立ち、研究代表者は平成 15
～17 年にかけて研究課題「非主我的愛の成立
基盤としての修道院霊性に関する研究」（基
盤研究(C)(2)、課題番号 15520004）により科
学研究費補助金を受け、修道霊性史全般およ
びその倫理学的意義についての知見を蓄え
てきていた。 
 
(2) 同時に、研究代表者は自らが編集委員
長を務める「カトリック教育学会」およびカ
トリック学校において宗教科・倫理科を担当
する教員による「ワークショップ」等を通じ
てカトリック系の初等・中等教育の現場との
接点を有していた。 

 
(3) さらに、研究代表者は「日本倫理学会」
において数年にわたり道徳教育の倫理学的
検討をテーマとする「ワークショップ」を企
画し、また大学院教育研究科にも出講して、
公教育における倫理教育・道徳教育との接点
を有していた。 
 
このようにカトリック学校での宗教・倫理

教育、および公教育での倫理・道徳教育との
両面において、倫理学が初等・中等教育に寄
与する可能性を追求していた背景もあって、
研究代表者は前回の研究課題「非主我的愛の
成立基盤としての修道院霊性に関する研究」
を初等・中等教育との関連において発展させ
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る本研究を着想するに至った。 

 

２．研究の目的 

西欧の教育史において、大学(高等教育機
関)の成立は中世にまで遡るが、初等・中等教
育における学校の歴史はむしろ新しく、その
成立は近代においてのこととされている。我
が国ではあまり知られていない事実である
が、その際にカトリック教会における修道会、
特にイエズス会などを初めとする近代以降
に成立したいわゆる活動修道会(教育修道会)

の役割は決定的であった。世俗化された「公
教育」としての学校は、フランス革命および
啓蒙主義などの影響のもとに、後になって成
立したものである。 

本研究は、従来我が国ではあまり顧みられ
ることのなかった修道会の設立による初
等・中等学校における教育活動、およびその
基盤としての修道院霊性について、その倫理
学的・倫理思想史的な意味を明らかにし、公
教育における道徳・倫理教育およびその理念
との比較研究の基礎を得ることを目的とす
る。具体的には、 

 

(1) 学校の設立母体である教育修道会の霊
性を、キリスト教修道院霊性の歴史全体の中
に位置づけた上で、その倫理思想史的な意味
を明らかにすること。 

 

(2) 教育に関わる代表的な修道会として特
にイエズス会と聖心会とを取り上げた上で、
その設立による学校における教育活動につ
いて、①その教育理念、②その倫理的教育機
能の中核をなす宗教教育、③いわゆる「見え
ないカリキュラム hidden curriculum」まで
も含めた学校の教育活動全体の機能、という
三つの視点からの調査研究を行い、それらの
もつ倫理学的な意義を解明すること。 

 

(3)(1)で解明した修道会の霊性が、(2)で解明
した学校での教育活動にいかに反映し、結実
しているか、を明らかにすること。 

 

(4)(1)～(3)で解明した修道会の霊性およびそ
の設立による学校の教育活動の意義を、世俗
的な「公教育」における道徳・倫理教育およ
びその理念と比較研究すること。 

 

 

３． 研究の方法 

本研究は、(1)文献的研究と(2)修道会および学
校に対する訪問による調査研究とから成る。 

 

(1)文献的研究 

①カトリック学校に関して、教育に関わる修
道会の会則等、修道霊性に関する基礎資料、
修道会の教育理念に関する基礎資料（例えば

イエズス会の「学事規定 Ratio Studiorum」
のような性格のもの）、学校個別の沿革、教
育理念、教育活動の実際などに関する基礎資
料。 

②比較対照としての世俗的な教育理念に関
わる諸教育思想に関する文献、これにもとづ
く世俗的公教育における学校の実際に関す
る教育史的な諸一次資料。 

③これらに関する二次的な研究文献 

を蒐集し研究する。 

 

(2)訪問を中心とする調査研究 

(1)の文献調査のみでは明らかにできない実
際について修道院および学校の訪問による
調査を行う。 

 

 

４．研究成果 
「５」で詳述するように、著作および論文等
を通じて研究成果を発表した。 

 

(1) まず平成 20 年度 6 月 13 日に、本研究
に先行しその土台となっている前回研究「非
主我的愛の成立基盤としての修道院霊性に
関する研究」の成果に基づき、拙著『東西修
道霊性の歴史―愛に捉えられた人々―』を知
泉書館から公刊した。同著は、エジプトの隠
修士に始まる修道制の端緒から、中世盛期に
おける托鉢修道会の成立までの修道霊性史
の倫理思想史的意義を包括的に扱ったもの
で、今後の古典的研究となるものと自負して
いる。今回の研究では、この著作で扱いきれ
なかった中世末期から近・現代までの修道霊
性史について扱っているので、今回の研究成
果をこの著作の続編として公刊する予定で
ある。 

 

(2) 実は、本研究の対象となっているカトリ
ック学校教育を主導してきた修道会は、第二
バチカン公会議以降のカトリック教会にお
ける情勢変化の結果、その成員の減少と高齢
化に直面し、伝統が断絶する危機に置かれて
いる。研究代表者自身編集委員長を務める
「カトリック教育学会」は、初等・中等教育
における学校教育現場の教員とアカデミッ
クな研究者とが場を共有する学会であるが、
この学会活動そのものが、修道霊性が蓄積し
たものの本質的な要素をいかにして信徒や
一般教員が継承してゆけるのか、という課題
に直面している。研究代表者が助言者として
関与してきた宗教科・倫理科を担当する教員
による「ワークショップ」もそうした背景に
おける主として信徒教員による運動である。
本研究は、そうした活動においてカトリック
教育における修道霊性の意義を再評価する
際の拠り所となるものと考えられる。 

 



 

 

(3) 研究代表者が数年にわたり日本倫理学
会における「ワークショップ」において、初
等・中等教育の現場に倫理学が寄与する方途
を探ることの重要性を訴えてきたことが
徐々に認められ、平成 20 年の日本倫理学会
大会では、学会の正式プログラムとしての
「主題別討議」の形で取り上げられるに至っ
た。また、日本倫理学会のみならず、日本哲
学会、日本宗教学会、日本印度学・仏教学会
が、高等学校における倫理教育の意義を検討
する必要性を認めるに至り、研究代表者を委
員長とする「哲学系４学会高校公民科教育連
絡会」が組織されるに至った。今後は本研究
をさらに「公教育」との比較研究にまで発展
させることにより、公教育における倫理教
育・道徳教育の倫理学的意義の検討に学会レ
ベルで対応することに寄与しうるものと考
えられる。 

 

(4) 研究自体の学術的価値および発展性と
しては、本研究で特に注目した 16・17 世紀
の草創期におけるイエズス会の教育理念に
ついての研究は、倫理思想史的角度からはま
だ未開拓な分野であり、今後さらに大きな発
展性が期待できる。特に、いわゆる「キリシ
タン時代」における日本を含むアジア宣教の
場面におけるイエズス会教育は、西洋思想と
東洋思想との対話ないしは対決の場をなす
ものである。具体的には、当時のイエズス会
はその人文主義的な教育理念を日本社会に
適応せしめると共に、哲学的にはトマス・ア
クィナスの註解のもとに解釈されたアリス
トテレスの『霊魂論』を導入することにより、
仏教哲学との対話に向けての準備を行って
いた。この方面での研究は、研究代表者自身
の出発点となるトマス倫理学研究の直接的
発展ともなる。この角度からの研究を進める
ならば、国際的なレベルでの発信につながる
研究となることが期待できる。 
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